
議
員

十
九
年
度
か
ら
の
一

〇
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
、

本
市
の
目
指
す「
ま
ち
の
姿
」

に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え
方

を
表
す
基
本
構
想
、
お
よ
び

そ
の
構
想
の
具
体
的
な
実
現

目
標
を
表
し
た
基
本
計
画
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
（
仮
称
）

次
期
平
塚
市
総
合
計
画
の
二

次
素
案
が
平
成
十
八
年
四
月

に
示
さ
れ
た
が
、
一
次
素
案

と
比
較
し
て
「
土
地
利
用
の

考
え
方
」
が
大
幅
に
修
正
さ

れ
た
理
由
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

全
体
と
し
て
は
、

一
次
素
案
で
表
し
た
各
計
画

等
の
表
現
に
関
し
て
、
ひ
ら

つ
か
未
来
市
民
会
議
等
か
ら

「
分
か
り
に
く
い
」、「
方
向

性
を
明
確
に
す
べ
き
」
等
の

意
見
を
受
け
た
た
め
修
正
を

加
え
て
い
る
。
特
に
土
地
利

用
に
つ
い
て
は
実
施
期
間
中

に
本
市
が
取
り
組
む
予
定
の

事
業
を
掲
載
し
、
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
描
け
る
よ
う
に

修
正
し
た
。

議
員

次
期
総
合
計
画
二
次

素
案
で
の
「
土
地
利
用
の
考

え
方
」の
特
徴
を
伺
い
た
い
。

都
市
政
策
部
長

主
な
特
徴

は
、
�
平
塚
駅
周
辺
の
中
心

市
街
地
に
お
い
て
商
業
・
業

務
と
居
住
の
共
存
を
図
る
こ

と
、
�
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
（
大

神
地
区
）
を
中
心
に
新
た
な

産
業
、
業
務
機
能
の
集
積
を

図
る
こ
と
、
�
郊
外
部
に
お

い
て
農
業
集
落
の
居
住
環
境

や
農
業
生
産
環
境
の
向
上
を

図
る
こ
と
、
�
河
川
や
丘
陵

の
自
然
資
源
を
保
全
す
る
と

と
も
に
交
流
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
活
用

を
図
る
こ
と
の
四
点
で
あ
る
。

議
員

二
次
素
案
に
計
画
さ

れ
て
い
る
「
都
市
づ
く
り
の

基
本
構
造
」
で
、
新
た
に
ツ

イ
ン
シ
テ
ィ
（
大
神
地
区
）

を
位
置
づ
け
た
理
由
を
聞
き

た
い
。

助
役
・
都
市
政
策
部
長

今

後
一
〇
年
間
の
次
期
総
合
計

画
の
基
本
構
想
、
基
本
計
画

の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
ツ

イ
ン
シ
テ
ィ
整
備
計
画
を
組

み
込
む
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
た
。
都
市
づ
く
り
の
基
本

構
造
で
は
平
塚
駅
周
辺
を
南

の
核
、
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
（
大

神
地
区
）
を
北
の
核
と
位
置

づ
け
、
こ
の
二
つ
の
核
を
都

市
軸
（
道
路
等
の
交
通
網
）

で
結
び
、
都
市
づ
く
り
に
お

け
る
「
二
つ
の
核
」
の
役
割

分
担
と
「
都
市
軸
」
の
強
化

を
明
確
化
さ
せ
た
。さ
ら
に
、

二
つ
の
核
と
西
部
地
域
を
軸

（
交
通
網
）
で
結
び
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
発
展
性
の
あ

る
都
市
構
造
と
す
る
た
め
で

あ
る
。

議
員

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
の
整

備
計
画
は
地
元
の
意
見
を
求

め
て
い
る
段
階
だ
が
、
地
域

の
代
表
者
か
ら
な
る
ツ
イ
ン

シ
テ
ィ
（
大
神
地
区
）
ま
ち

づ
く
り
検
討
委
員
会
が
平
成

十
七
年
三
月
に
策
定
し
た
土

地
利
用
計
画
素
案
の
内
容
を

聞
き
た
い
。

助
役
・
企
画
部
長

こ
の
計

画
素
案
は
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
の

将
来
の
土
地
利
用
を
地
域
住

民
の
視
点
で
描
い
た
計
画
案

で
あ
り
、
事
業
エ
リ
ア
を
約

七
〇
�
と
想
定
し
、
国
道
一

二
九
号
線
を
地
区
内
の
骨
格

道
路
と
位
置
づ
け
、
ル
ー
プ

橋
、
新
橋
な
ど
の
配
置
や
計

画
地
区
内
を
商
業
系
、
農
業

系
、
住
居
系
、
産
業
系
な
ど

で
ゾ
ー
ニ
ン
グ
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

議
員

地
元
計
画
素
案
を
基

本
と
し
て
土
地
利
用
計
画
を

策
定
す
る
の
か
。

助
役

今
年
三
月
に
住
民
や

地
権
者
の
代
表
に
よ
る
ツ
イ

ン
シ
テ
ィ
（
大
神
地
区
）
推

進
委
員
会
が
発
足
し
て
お
り
、

こ
の
委
員
会
の
意
見
も
参
考

に
し
て
、
地
元
計
画
素
案
と

県
市
等
の
行
政
案
と
の
整
合

を
図
り
な
が
ら
、
ツ
イ
ン
シ

テ
ィ
の
土
地
利
用
計
画
案
を

策
定
し
て
い
く
。

議
員

厳
し
い
財
政
状
況
下

で
は
、
近
隣
自
治
体
間
で
重

複
す
る
事
業
を
見
直
し
て
効

率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

広
域
行
政
に
つ
い
て
の
本
市

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

地
域
を
越
え
、

市
町
村
が
連
携
し
て
対
応
す

る
広
域
行
政
は
よ
り
高
い
効

果
を
期
待
で
き
る
事
務
事
業

が
多
く
、
例
え
ば
、
地
域
全

体
に
よ
る
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
水
準
の
確
保
、
水
質
の

保
全
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今

後
は
、
地
域
全
体
で
発
展
を

目
指
す
視
点
か
ら
、
積
極
的

に
広
域
行
政
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

議
員

広
域
行
政
に
係
る
本

市
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

聞
き
た
い
。

企
画
部
長

広
域
行
政
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、大
磯
町
、

二
宮
町
と
消
費
生
活
相
談
、

二
次
急
患
医
療
、
地
域
医
療

連
携
推
進
な
ど
の
事
業
を
行

っ
て
お
り
、
図
書
館
の
相
互

利
用
を
茅
ヶ
崎
市
、秦
野
市
、

伊
勢
原
市
、
大
磯
町
、
二
宮

町
と
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、

大
磯
町
、
二
宮
町
と
は
、
一

市
二
町
に
よ
る
ご
み
処
理
広

域
化
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

議
員

道
路
交
通
法
の
改
正

に
よ
り
、
今
年
六
月
一
日
か

ら
放
置
駐
車
取
締
り
民
間
委

託
制
度
が
開
始
さ
れ
、
違
法

駐
車
の
取
り
締
ま
り
が
強
化

さ
れ
た
。
駅
周
辺
の
最
重
点

地
域
の
違
法
駐
車
の
状
況
に

変
化
は
あ
っ
た
の
か
。

防
災
安
全
部
長

違
法
駐
車

は
今
年
五
月
の
第
二
週
と
施

行
後
の
六
月
第
二
週
の
平
日

一
日
当
た
り
の
平
均
台
数
が
、

午
前
一
一
時
の
時
点
で
三
一

台
か
ら
一
六
台
へ
、
午
後
二

時
で
は
三
一
台
か
ら
一
五
台

へ
、
午
後
五
時
で
は
三
五
台

か
ら
一
七
台
へ
と
す
べ
て
の

時
間
帯
で
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
平
塚
警
察
署
か
ら
の
情

報
で
は
、
夜
間
も
違
法
駐
車

の
車
列
が
で
き
る
状
況
に
は

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

議
員

今
後
、
駅
周
辺
の
駐

車
場
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

新
制
度
施

行
後
、
主
な
駐
車
場
の
利
用

状
況
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

一
方
、
小
規
模
な
コ
イ
ン
パ

ー
キ
ン
グ
で
は
ほ
ぼ
満
車
の

状
態
が
続
い
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
り
、
短
時
間
駐
車
の

車
両
が
増
加
し
た
も
の
と
推

測
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

新
た
に
駐
車
場
の
整
備
が
必

要
な
状
況
で
は
な
い
と
考
え

る
。

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
計
画

地
元
案
と
の
整
合
聞
く

議
員

平
成
六
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
真
田
特
定
土
地
区

画
整
理
事
業
は
、
平
塚
市
真

田
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合

が
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
十
七
年
十
一
月
、
組
合

の
全
体
説
明
会
で
、
約
一
六

億
円
の
負
債
に
つ
い
て
組
合

事
務
局
か
ら
組
合
員
に
説
明

が
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

負
債
が
生
じ
た
理
由
を
聞
き

た
い
。

助
役

こ
の
負
債
は
長
期
間

の
地
価
下
落
に
よ
る
保
留
地

処
分
金
収
入
の
減
少
や
、
工

事
で
の
防
災
対
策
な
ど
不
測

の
事
態
に
起
因
し
た
支
出
増

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

議
員

負
債
に
つ
い
て
組
合

事
務
局
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
の
か
。

助
役

今
後
の
円
滑
な
事
業

推
進
に
向
け
、
不
足
事
業
費

の
再
精
査
と
、
事
業
診
断
に

基
づ
い
た
計
画
の
策
定
を
行

っ
て
い
る
。

議
員

今
年
五
月
の
組
合
か

ら
組
合
員
へ
の
説
明
会
に
お

い
て
、
組
合
運
営
費
の
内
、

区
画
街
路
の
築
造
や
上
下
水

道
施
設
に
係
る
組
合
単
独
費

に
よ
る
工
事
を
一
時
中
断
す

る
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
だ
が
市
は
確
認
し
て
い

る
の
か
。

助
役

説
明
会
で
の
こ
の
発

言
は
組
合
運
営
費
の
収
入
が

確
保
で
き
な
か
っ
た
場
合
の

仮
定
の
話
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
事
態
が
生
ず
る
前
に
組

合
役
員
で
対
応
す
る
と
聞
い

て
い
る
。
組
合
も
本
市
も
二

十
一
年
度
の
事
業
完
成
を
目

指
し
て
お
り
、
工
事
の
一
時

中
断
は
全
く
考
え
て
い
な
い
。

な
お
、
今
年
五
月
三
十
日
に

開
催
さ
れ
た
組
合
理
事
会
で

も
、
組
合
運
営
費
を
確
保
し

今
年
度
の
事
業
を
進
め
る
議

決
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
市
も

確
認
し
て
い
る
。

議
員

本
市
の
真
田
特
定
土

地
区
画
整
理
組
合
に
対
す
る

支
援
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

助
役

組
合
は
事
務
局
体
制

の
強
化
を
図
り
、
組
合
員
へ

の
情
報
開
示
を
目
的
と
し
た

事
業
推
進
計
画
中
間
報
告
会

を
開
催
す
る
な
ど
事
業
の
健

全
化
に
向
け
て
鋭
意
努
力
し

て
い
る
。
本
市
は
組
合
が
全

組
合
員
の
総
意
を
得
て
事
業

完
成
を
目
指
す
よ
う
、
適
切

な
指
導
、
助
言
や
支
援
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

真
田
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
に
お
け
る
、
十
八

年
度
の
下
水
道
雨
水
幹
線
工

事
完
了
後
の
整
備
率
を
伺
い

た
い
。

下
水
道
建
設
課
長

真
田
地

区
の
雨
水
幹
線
工
事
は
十
七

年
度
ま
で
に
約
七
九
％
が
完

了
し
て
い
る
。
十
八
年
度
に

一
二
四
・
三
�
の
工
事
を
実

施
し
、
こ
の
整
備
で
約
八
九

％
の
整
備
率
と
な
る
予
定
で

あ
る
。

工
事
完
了
に
向
け

市
が
継
続
支
援

区
域
内
の
公
共
下
水
道

整
備
の
進
捗
率
は

豊
か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
教

育
を
保
障
す
る
た
め
に
、
教

職
員
が
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
と
ふ
れ
あ
い
、
理
解
し

あ
う
た
め
の
時
間
的
・
空
間

的
ゆ
と
り
の
確
保
を
目
的
と

し
た
少
人
数
学
級
の
実
現
は
、

必
要
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
。

文
部
科
学
省
で
は
、
二
〇

〇
四
年
度
か
ら
「
指
導
方
法

工
夫
改
善
定
数
教
員
を
都
道

府
県
の
判
断
で
、
新
た
な
事

業
と
し
て
少
人
数
学
級
編
制

に
も
使
え
る
」
と
し
た
制
度

の
弾
力
的
運
用
を
認
め
て
い

る
。
し
か
し
、
義
務
教
育
標

準
定
数
法
で
の
学
級
編
制
の

標
準
が
一
九
八
〇
年
以
来
四

〇
人
と
な
っ
て
お
り
、
三
五

人
以
下
学
級
の
編
制
に
係
る

費
用
は
す
べ
て
地
方
自
治
体

の
負
担
と
な
り
、
財
政
を
圧

迫
し
て
い
る
。

教
育
は
本
来
、
す
べ
て
の

国
民
に
対
し
て
等
し
く
行
わ

れ
る
べ
き
も
の
だ
が
、
自
治

体
の
財
政
状
況
の
如
何
に
よ

っ
て
差
が
生
じ
て
し
ま
っ
て

い
る
現
状
が
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
個
性
や
能
力
、
個
人
差
、

興
味
・
関
心
な
ど
に
応
じ
た

支
援
・
指
導
の
充
実
の
た
め

の
教
育
環
境
・
教
育
条
件
整

備
と
し
て
、
学
級
編
制
及
び

教
職
員
定
数
の
標
準
の
改
善

が
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ

て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

配
慮
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

一

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
個
性
を
尊
重
し
、
ゆ

き
と
ど
い
た
教
育
を
展
開

す
る
た
め
に
、
学
級
編
制

基
準
の
段
階
的
な
見
直
し

を
含
め
た
、
教
育
環
境
の

抜
本
的
な
改
善
を
行
う
こ

と
二

学
級
編
制
の
標
準
を「
三

〇
人
」
と
す
る
、
新
た
な

教
職
員
定
数
改
善
計
画
を

策
定
す
る
こ
と

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
七
日

平

塚

市

議

会

学学
級級
規規
模模
のの
縮縮
小小
・・
弾弾
力力
化化
、、
三三
〇〇
人人
以以
下下

学学
級級
なな
どど
のの
実実
現現
をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書

（
仮
称
）次
期
平
塚
市
総
合
計
画
の
素
案

「
土
地
利
用
の
考
え
方
」大
幅
修
正
の
理
由
た
だ
す

第 ��� 号

広
域
行
政
を
推
進
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ツインシティが計画されている大神地区

ひらつか議会だより
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違法駐車が減少した公園通り（平日の午後２時）

駅周辺の最重点地域の現状は

平成��年（２００６年）�月��日
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